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次
つぎ

の注
ちゅう

意
い

をよく読
よ

んでから解
かい

答
とう

してください。

【注
ちゅう

意
い

】

1．これは第
だい

一
いち

次
じ

検
けん

定
てい

（種
しゅ

別
べつ

：薬
やく

液
えき

注
ちゅう

入
にゅう

）の試
し

験
けん

問
もん

題
だい

です。表
ひょう

紙
し

とも 12 枚
まい

47 問
もん

題
だい

あります。

2．解
かい

答
とう

用
よう

紙
し

（マークシート）には間
ま

違
ちが

いのないように，試
し

験
けん

地
ち

，氏
し

名
めい

，受
じゅ

検
けん

番
ばん

号
ごう

を記
き

入
にゅう

すると

ともに受
じゅ

検
けん

番
ばん

号
ごう

の数
すう

字
じ

をぬりつぶしてください。

3．問
もん

題
だい

番
ばん

号
ごう

No. 1〜No.29 までの 2 9 問
もん

題
だい

は選
せん

択
たく

問
もん

題
だい

です。

問
もん

題
だい

番
ばん

号
ごう

No. 1〜No.18 までの 1 8 問
もん

題
だい

のうちから 1 6 問
もん

題
だい

を選
せん

択
たく

し解
かい

答
とう

してください。

問
もん

題
だい

番
ばん

号
ごう

No.19〜No.29 までの 1 1 問
もん

題
だい

のうちから 6 問
もん

題
だい

を選
せん

択
たく

し解
かい

答
とう

してください。

問
もん

題
だい

番
ばん

号
ごう

No.30〜No.47 までの 1 8 問
もん

題
だい

は，必
ひっ

須
す

問
もん

題
だい

ですから全
ぜん

問
もん

題
だい

を解
かい

答
とう

してください。

以
い

上
じょう

の結
けっ

果
か

，全
ぜん

部
ぶ

で 40 問
もん

題
だい

を解
かい

答
とう

することになります。

4．それぞれの選
せん

択
たく

指
し

定
てい

数
すう

を超
こ

えて解
かい

答
とう

した場
ば

合
あい

は，減
げん

点
てん

となります。

5．試
し

験
けん

問
もん

題
だい

の漢
かん

字
じ

のふりがなは，問
もん

題
だい

文
ぶん

の内
ない

容
よう

に影
えい

響
きょう

を与
あた

えないものとします。

6．解
かい

答
とう

は別
べつ

の解
かい

答
とう

用
よう

紙
し

（マークシート）にHBの鉛
えん

筆
ぴつ

又
また

はシャープペンシルで記
き

入
にゅう

してください。

（万
まん

年
ねん

筆
ひつ

・ボールペンの使
し

用
よう

は不
ふ

可
か

）

問題番号 解答記入欄

No. , 1 2 3 4

No. - 1 2 3 4




No. 10 1 2 3 4

解
かい

答
とう

用
よう

紙
し

は となっていますから，

当
とう

該
がい

問
もん

題
だい

番
ばん

号
ごう

の解
かい

答
とう

記
き

入
にゅう

欄
らん

の正
せい

解
かい

と思
おも

う数
すう

字
じ

を一
ひと

つぬりつぶしてください。

解
かい

答
とう

のぬりつぶし方
かた

は，解
かい

答
とう

用
よう

紙
し

の解
かい

答
とう

記
き

入
にゅう

例
れい

（ぬりつぶし方
かた

）を参
さん

照
しょう

してください。

なお，正
せい

解
かい

は�問
もん

について一
ひと

つしかないので，二
ふた

つ以
い

上
じょう

ぬりつぶすと正
せい

解
かい

となりません。

7．解
かい

答
とう

を訂
てい

正
せい

する場
ば

合
あい

は，プラスチック消
け

しゴムできれいに消
け

してから訂
てい

正
せい

してください。

消
け

し方
かた

が不
ふ

十
じゅう

分
ぶん

な場
ば

合
あい

は，二
ふた

つ以
い

上
じょう

解
かい

答
とう

したこととなり正
せい

解
かい

となりません。

8．この問
もん

題
だい

用
よう

紙
し

の余
よ

白
はく

は，計
けい

算
さん

等
とう

に使
し

用
よう

してもさしつかえありません。

ただし，解
かい

答
とう

用
よう

紙
し

は計
けい

算
さん

等
とう

に使
し

用
よう

しないでください。

9．解
かい

答
とう

用
よう

紙
し

（マークシート）を必
かなら

ず試
し

験
けん

監
かん

督
とく

者
しゃ

に提
てい

出
しゅつ

後
ご

，退
たい

室
しつ

してください。

解
かい

答
とう

用
よう

紙
し

（マークシート）は，いかなる場
ば

合
あい

でも持
も

ち帰
かえ

りはできません。

10．試
し

験
けん

問
もん

題
だい

は，試
し

験
けん

終
しゅう

了
りょう

時
じ

刻
こく

（ 1 2 時
じ

4 0 分
ぷん

）まで在
ざい

席
せき

した方
かた

のうち，希
き

望
ぼう

者
しゃ

に限
かぎ

り持
も

ち帰
かえ

りを認
みと

めます。途
と

中
ちゅう

退
たい

室
しつ

した場
ば

合
あい

は，持
も

ち帰
かえ

りはできません。

2
薬
やく

注
ちゅう

令
れい

和
わ

�年
ねん

度
ど

� 級
きゅう

土
ど

木
ぼく

施
せ

工
こう

管
かん

理
り

技
ぎ

術
じゅつ

検
けん

定
てい

第
だい

一
いち

次
じ

検
けん

定
てい

試
し

験
けん

問
もん

題
だい

（種
しゅ

別
べつ

：薬
やく

液
えき

注
ちゅう

入
にゅう

）

この試験問題用紙は，再生紙を使用しています。
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※ 問
もん

題
だい

番
ばん

号
ごう

No.1〜 No.18 までの 1 8 問
もん

題
だい

のうちから 1 6 問
もん

題
だい

を選
せん

択
たく

し解
かい

答
とう

してください。

【No. 1】 土
つち

の原
げん

位
い

置
ち

試
し

験
けん

に関
かん

する次
つぎ

の記
き

述
じゅつ

のうち，適
てき

当
とう

でないものはどれか。

⑴ 標
ひょう

準
じゅん

貫
かん

入
にゅう

試
し

験
けん

は，標
ひょう

準
じゅん

ハンマで高
たか

さ 75 cmより自
じ

由
ゆう

落
らっ

下
か

させ，ボーリングロッドの先
せん

端
たん

に

設
もう

けた専
せん

用
よう

サンプラーを地
じ

盤
ばん

に 30 cm貫
かん

入
にゅう

するのに要
よう

する打
だ

撃
げき

回
かい

数
すう

を測
そく

定
てい

するものである。

⑵ スウェーデン式
しき

サウンディング試
し

験
けん

は，軟
なん

弱
じゃく

層
そう

に用
もち

いられ，荷
か

重
じゅう

による貫
かん

入
にゅう

と回
かい

転
てん

による貫
かん

入
にゅう

を併
へい

用
よう

した原
げん

位
い

置
ち

試
し

験
けん

であり，土
つち

の静
せい

的
てき

貫
かん

入
にゅう

抵
てい

抗
こう

を求
もと

めるために行
おこな

う。

⑶ 動
どう

的
てき

サウンディング試
し

験
けん

は，ドロップハンマ等
など

によって抵
てい

抗
こう

体
たい

を地
じ

盤
ばん

中
ちゅう

に打
う

ち込
こ

み，一
いっ

定
てい

量
りょう

貫
かん

入
にゅう

させるために必
ひつ

要
よう

な打
だ

撃
げき

回
かい

数
すう

を測
そく

定
てい

するものである。

⑷ ポータブルコーン貫
かん

入
にゅう

試
し

験
けん

は，砂
さ

質
しつ

土
ど

等
など

の地
じ

盤
ばん

で用
もち

いられ，先
せん

端
たん

に取
と

り付
つ

けたコーンを

10 mm/sの貫
かん

入
にゅう

速
そく

度
ど

で圧
あつ

入
にゅう

する際
さい

の貫
かん

入
にゅう

深
ふか

さから貫
かん

入
にゅう

抵
てい

抗
こう

値
ち

を求
もと

めるものである。

【No. 2】 地
じ

盤
ばん

の液
えき

状
じょう

化
か

に影
えい

響
きょう

を及
およ

ぼす要
よう

因
いん

となる地
じ

盤
ばん

特
とく

性
せい

として，適
てき

当
とう

でないものは次
つぎ

のうち

どれか。

⑴ 透
とう

水
すい

係
けい

数
すう

⑵ 平
へい

均
きん

粒
りゅう

径
けい

⑶ 硫
りゅう

酸
さん

塩
えん

含
がん

有
ゆう

量
りょう

⑷ 地
ち

下
か

水
すい

位
い

【No. 3】 標
ひょう

準
じゅん

貫
かん

入
にゅう

試
し

験
けん

で得
え

られた N値
ち

から直
ちょく

接
せつ

推
すい

定
てい

できる事
じ

項
こう

として，適
てき

当
とう

でないものは，

次
つぎ

のうちどれか。

⑴ 砂
すな

地
じ

盤
ばん

の液
えき

状
じょう

化
か

強
きょう

度
ど

⑵ 砂
すな

地
じ

盤
ばん

の相
そう

対
たい

密
みつ

度
ど

⑶ 粘
ねん

土
ど

地
じ

盤
ばん

の一
いち

軸
じく

圧
あっ

縮
しゅく

強
きょう

度
ど

⑷ 粘
ねん

土
ど

地
じ

盤
ばん

の含
がん

水
すい

比
ひ

― 1 ―
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【No. 4】 土
つち

の透
とう

水
すい

係
けい

数
すう

に関
かん

する次
つぎ

の記
き

述
じゅつ

のうち，適
てき

当
とう

なものはどれか。

⑴ 水
みず

を通
とお

しにくい粘
ねん

土
ど

と水
みず

を通
とお

しやすい砂
すな

では，粘
ねん

土
ど

の方
ほう

が透
とう

水
すい

係
けい

数
すう

は大
おお

きい。

⑵ 揚
よう

水
すい

試
し

験
けん

は，揚
よう

水
すい

井
せい

と複
ふく

数
すう

の観
かん

測
そく

井
せい

を用
もち

いて不
ふ

透
とう

水
すい

層
そう

の透
とう

水
すい

係
けい

数
すう

を求
もと

める試
し

験
けん

である。

⑶ 透
とう

水
すい

係
けい

数
すう

は，透
とう

水
すい

試
し

験
けん

による水
すい

位
い

差
さ

と流
りゅう

量
りょう

を計
けい

測
そく

して，ダルシーの法
ほう

則
そく

により算
さん

出
しゅつ

する。

⑷ 透
とう

水
すい

係
けい

数
すう

の単
たん

位
い

は，m3/sで表
あらわ

される。

【No. 5】 地
じ

盤
ばん

改
かい

良
りょう

工
こう

法
ほう

に関
かん

する次
つぎ

の記
き

述
じゅつ

のうち，適
てき

当
とう

でないものはどれか。

⑴ 盛
もり

土
ど

載
さい

荷
か

重
じゅう

工
こう

法
ほう

（プレロード工
こう

法
ほう

）は，構
こう

造
ぞう

物
ぶつ

や隣
りん

接
せつ

する盛
もり

土
ど

などの荷
か

重
じゅう

と同
どう

等
とう

，又
また

はそれ

以
い

上
じょう

の盛
もり

土
ど

荷
か

重
じゅう

を載
さい

荷
か

して，粘
ねん

性
せい

土
ど

地
じ

盤
ばん

の圧
あつ

密
みつ

を十
じゅう

分
ぶん

進
しん

行
こう

させるとともに，地
じ

盤
ばん

の強
きょう

度
ど

増
ぞう

加
か

を図
はか

る工
こう

法
ほう

である。

⑵ 高
こう

圧
あつ

噴
ふん

射
しゃ

撹
かく

拌
はん

工
こう

法
ほう

は，ロッド先
せん

端
たん

に取
と

り付
つ

けられたノズルから高
こう

圧
あつ

で噴
ふん

射
しゃ

される固
こ

化
か

材
ざい

などで

地
じ

盤
ばん

を切
せっ

削
さく

し，同
どう

時
じ

に切
せっ

削
さく

された軟
なん

弱
じゃく

土
ど

と固
こ

化
か

材
ざい

とを原
げん

位
い

置
ち

で混
こん

合
ごう

し改
かい

良
りょう

する工
こう

法
ほう

である。

⑶ 薬
やく

液
えき

注
ちゅう

入
にゅう

工
こう

法
ほう

は，土
つち

の間
かん

隙
げき

に注
ちゅう

入
にゅう

材
ざい

を注
ちゅう

入
にゅう

することによって地
じ

盤
ばん

を改
かい

良
りょう

し，地
じ

盤
ばん

の透
とう

水
すい

性
せい

の減
げん

少
しょう

，強
きょう

度
ど

増
ぞう

加
か

及
およ

び液
えき

状
じょう

化
か

防
ぼう

止
し

などを図
はか

る工
こう

法
ほう

である。

⑷ 表
ひょう

層
そう

混
こん

合
ごう

処
しょ

理
り

工
こう

法
ほう

は，表
ひょう

層
そう

部
ぶ

分
ぶん

の軟
なん

弱
じゃく

なシルト・粘
ねん

土
ど

とセメントや石
せっ

灰
かい

などの固
こ

化
か

材
ざい

とを撹
かく

拌
はん

混
こん

合
ごう

することにより改
かい

良
りょう

し，地
じ

盤
ばん

の安
あん

定
てい

や掘
くっ

削
さく

時
じ

のリッパビリティーの改
かい

善
ぜん

などを図
はか

る工
こう

法
ほう

である。

【No. 6】 地
ち

下
か

水
すい

位
い

低
てい

下
か

工
こう

法
ほう

に関
かん

する次
つぎ

の記
き

述
じゅつ

のうち，適
てき

当
とう

なものはどれか。

⑴ 地
ち

下
か

水
すい

位
い

低
てい

下
か

工
こう

法
ほう

を用
もち

いる場
ば

合
あい

，対
たい

象
しょう

とする砂
さ

層
そう

中
ちゅう

に連
れん

続
ぞく

した不
ふ

透
とう

水
すい

層
そう

が無
な

いと目
もく

的
てき

とする

水
すい

位
い

低
てい

下
か

効
こう

果
か

が得
え

られないので，地
じ

盤
ばん

調
ちょう

査
さ

により不
ふ

透
とう

水
すい

層
そう

の有
う

無
む

を確
かく

認
にん

する。

⑵ ウェルポイント工
こう

法
ほう

は，透
とう

水
すい

係
けい

数
すう

が大
おお

きい砂
さ

層
そう

から小
ちい

さい砂
さ

質
しつ

シルト層
そう

まで広
こう

範
はん

囲
い

の地
じ

盤
ばん

に適
てき

用
よう

が可
か

能
のう

である。

⑶ 土
ど

留
ど

め壁
へき

の外
そと

側
がわ

にディープウェルを配
はい

置
ち

した場
ば

合
あい

，ウェルの削
さっ

孔
こう

や揚
よう

水
すい

に伴
ともな

う土
ど

砂
しゃ

の吸
す

い上
あ

げ

により掘
くっ

削
さく

底
てい

面
めん

の地
じ

盤
ばん

を緩
ゆる

める場
ば

合
あい

がある。

⑷ ディープウェル工
こう

法
ほう

は，土
ど

留
ど

め壁
へき

の外
そと

側
がわ

に配
はい

置
ち

する場
ば

合
あい

と内
うち

側
がわ

に配
はい

置
ち

する場
ば

合
あい

があるが，外
そと

側
がわ

に配
はい

置
ち

した方
ほう

が周
しゅう

辺
へん

地
じ

盤
ばん

の地
ち

下
か

水
すい

位
い

の低
てい

下
か

が小
ちい

さい。

― 2 ―
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【No. 7】 シールド工
こう

法
ほう

に関
かん

する次
つぎ

の記
き

述
じゅつ

のうち，適
てき

当
とう

でないものはどれか。

⑴ 立
たて

坑
こう

からのシールド発
はっ

進
しん

方
ほう

法
ほう

には，仮
かり

壁
かべ

を切
せっ

削
さく

する方
ほう

法
ほう

のほか，仮
かり

壁
かべ

を事
じ

前
ぜん

に撤
てっ

去
きょ

する方
ほう

法
ほう

と

して仮
かり

壁
かべ

背
はい

面
めん

地
じ

山
やま

を薬
やく

液
えき

注
ちゅう

入
にゅう

工
こう

法
ほう

等
など

により改
かい

良
りょう

する方
ほう

法
ほう

がある。

⑵ シールドの裏
うら

込
ごめ

注
ちゅう

入
にゅう

工
こう

は，同
どう

時
じ

注
ちゅう

入
にゅう

，又
また

は即
そく

時
じ

注
ちゅう

入
にゅう

で行
おこな

われており，即
そく

時
じ

注
ちゅう

入
にゅう

とは掘
くっ

進
しん

後
ご

速
すみ

やかにセグメントの注
ちゅう

入
にゅう

孔
こう

から裏
うら

込
ごめ

注
ちゅう

入
にゅう

を行
おこな

う方
ほう

法
ほう

である。

⑶ シールドの裏
うら

込
ごめ

注
ちゅう

入
にゅう

工
こう

は，一
いっ

般
ぱん

的
てき

には，ゲル化
か

時
じ

間
かん

や強
きょう

度
ど

が調
ちょう

整
せい

でき，同
どう

時
じ

注
ちゅう

入
にゅう

も可
か

能
のう

な二
に

液
えき

性
せい

の可
か

塑
そ

状
じょう

型
がた

の注
ちゅう

入
にゅう

材
ざい

で施
せ

工
こう

される。

⑷ 既
き

設
せつ

構
こう

造
ぞう

物
ぶつ

に近
きん

接
せつ

してシールド工
こう

事
じ

を行
おこな

う場
ば

合
あい

，両
りょう

者
しゃ

の中
ちゅう

間
かん

地
じ

盤
ばん

へ実
じっ

施
し

する防
ぼう

護
ご

対
たい

策
さく

とし

て，鋼
こう

矢
や

板
いた

工
こう

法
ほう

による地
じ

盤
ばん

強
きょう

化
か

，改
かい

良
りょう

防
ぼう

護
ご

がある。

【No. 8】 薬
やく

液
えき

注
ちゅう

入
にゅう

に必
ひつ

要
よう

な注
ちゅう

入
にゅう

材
ざい

料
りょう

としての条
じょう

件
けん

に関
かん

する次
つぎ

の記
き

述
じゅつ

のうち，適
てき

当
とう

でないもの

はどれか。

⑴ 主
しゅ

剤
ざい

の水
みず

ガラスを固
かた

める硬
こう

化
か

剤
ざい

の種
しゅ

類
るい

や使
し

用
よう

量
りょう

を変
へん

化
か

させても，硬
こう

化
か

時
じ

間
かん

が変
へん

化
か

しないこと。

⑵ 使
し

用
よう

する材
ざい

料
りょう

のみならず，混
こん

合
ごう

したものや固
こ

化
か

したものは，高
たか

い安
あん

全
ぜん

性
せい

を確
かく

保
ほ

できること。

⑶ 使
し

用
よう

する材
ざい

料
りょう

は，どこでも容
よう

易
い

に入
にゅう

手
しゅ

が可
か

能
のう

で，取
とり

扱
あつか

いが簡
かん

単
たん

なこと。

⑷ 地
じ

盤
ばん

中
ちゅう

で固
こ

化
か

したものは，一
いっ

定
てい

の必
ひつ

要
よう

な期
き

間
かん

の間
あいだ

は，安
あん

定
てい

していること。

【No. 9】 水
みず

ガラス系
けい

薬
やく

液
えき

の硬
こう

化
か

剤
ざい

の種
しゅ

類
るい

と特
とく

徴
ちょう

に関
かん

する次
つぎ

の記
き

述
じゅつ

のうち，適
てき

当
とう

でないものはど

れか。

⑴ 懸
けん

濁
だく

型
がた

硬
こう

化
か

剤
ざい

は，水
みず

ガラスに粒
りゅう

子
し

を含
ふく

む硬
こう

化
か

剤
ざい

を反
はん

応
のう

させて固
こ

化
か

させる。

⑵ 懸
けん

濁
だく

型
がた

硬
こう

化
か

剤
ざい

を用
もち

いた薬
やく

液
えき

は，砂
さ

層
そう

の浸
しん

透
とう

注
ちゅう

入
にゅう

に用
もち

いられる。

⑶ 溶
よう

液
えき

型
がた

薬
やく

液
えき

のアルカリ系
けい

有
ゆう

機
き

硬
こう

化
か

剤
ざい

の反
はん

応
のう

剤
ざい

には，グリオキザール等
など

を用
もち

いる。

⑷ 溶
よう

液
えき

型
がた

薬
やく

液
えき

のアルカリ系
けい

無
む

機
き

硬
こう

化
か

剤
ざい

の反
はん

応
のう

剤
ざい

には，重
じゅう

炭
たん

酸
さん

ナトリウム等
など

を用
もち

いる。

【No. 10】 薬
やく

液
えき

注
ちゅう

入
にゅう

に用
もち

いる水
みず

ガラスに関
かん

する次
つぎ

の記
き

述
じゅつ

のうち，適
てき

当
とう

でないものはどれか。

⑴ 水
みず

ガラスは，石
せっ

けん・洗
せん

剤
ざい

の添
てん

加
か

剤
ざい

など非
ひ

常
じょう

に広
ひろ

い用
よう

途
と

に用
もち

いられている無
む

機
き

系
けい

の化
か

学
がく

材
ざい

料
りょう

である。

⑵ 水
みず

ガラスは，けい酸
さん

マグネシウムと呼
よ

ばれる化
か

学
がく

物
ぶっ

質
しつ

の略
りゃく

称
しょう

である。

⑶ 水
みず

ガラスの製
せい

造
ぞう

工
こう

程
てい

は，溶
よう

融
ゆう

工
こう

程
てい

と溶
よう

解
かい

工
こう

程
てい

のF工
こう

程
てい

から構
こう

成
せい

されている。

⑷ 薬
やく

液
えき

注
ちゅう

入
にゅう

に用
もち

いられる水
みず

ガラスは，JIS K 1408によって決
き

められている，G号
ごう

水
みず

ガラスが

一
いっ

般
ぱん

的
てき

に用
もち

いられている。
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【No. 11】 水
みず

ガラス系
けい

薬
やく

液
えき

の注
ちゅう

入
にゅう

材
ざい

の選
せん

定
てい

に関
かん

する次
つぎ

の記
き

述
じゅつ

のうち，適
てき

当
とう

でないものはどれか。

⑴ 溶
よう

液
えき

型
がた

の注
ちゅう

入
にゅう

材
ざい

料
りょう

は，砂
さ

質
しつ

土
ど

，礫
れき

質
しつ

土
ど

への浸
しん

透
とう

注
ちゅう

入
にゅう

に用
もち

いられる。

⑵ 懸
けん

濁
だく

型
がた

の注
ちゅう

入
にゅう

材
ざい

料
りょう

は，中
ちゅう

砂
さ

・細
さい

砂
さ

等
など

の地
じ

盤
ばん

に対
たい

しては，使
し

用
よう

が困
こん

難
なん

である。

⑶ 地
ち

下
か

水
すい

で注
ちゅう

入
にゅう

材
ざい

が流
りゅう

出
しゅつ

希
き

釈
しゃく

されるおそれのある場
ば

合
あい

，ゲルタイムの短
みじか

い溶
よう

液
えき

型
がた

の注
ちゅう

入
にゅう

材
ざい

を選
せん

定
てい

する。

⑷ 砂
さ

質
しつ

土
ど

の地
じ

盤
ばん

を全
ぜん

体
たい

的
てき

に強
きょう

化
か

したい場
ば

合
あい

，ホモゲル強
きょう

度
ど

の大
おお

きい懸
けん

濁
だく

液
えき

型
がた

の注
ちゅう

入
にゅう

材
ざい

を選
せん

定
てい

する。

【No. 12】 薬
やく

液
えき

注
ちゅう

入
にゅう

における改
かい

良
りょう

目
もく

的
てき

に応
おう

じた注
ちゅう

入
にゅう

孔
こう

への注
ちゅう

入
にゅう

順
じゅん

序
じょ

に関
かん

する次
つぎ

の記
き

述
じゅつ

のう

ち，適
てき

当
とう

なものはどれか。

⑴ 平
へい

面
めん

的
てき

に改
かい

良
りょう

範
はん

囲
い

が広
ひろ

い場
ば

合
あい

は，必
かなら

ず改
かい

良
りょう

範
はん

囲
い

の外
そと

側
がわ

から注
ちゅう

入
にゅう

を開
かい

始
し

する。

⑵ 深
しん

度
ど

的
てき

順
じゅん

序
じょ

は，地
じ

盤
ばん

条
じょう

件
けん

と無
む

関
かん

係
けい

に改
かい

良
りょう

範
はん

囲
い

の最
さい

下
か

部
ぶ

から上
じょう

部
ぶ

へ向
む

かって順
じゅん

次
じ

ステップ

注
ちゅう

入
にゅう

する。

⑶ 既
き

設
せつ

構
こう

造
ぞう

物
ぶつ

に近
きん

接
せつ

して注
ちゅう

入
にゅう

を行
おこな

う場
ば

合
あい

は，原
げん

則
そく

として構
こう

造
ぞう

物
ぶつ

の近
きん

傍
ぼう

から注
ちゅう

入
にゅう

を開
かい

始
し

する。

⑷ 注
ちゅう

入
にゅう

対
たい

象
しょう

の地
じ

盤
ばん

内
ない

に地
ち

下
か

水
すい

の流
なが

れがある場
ば

合
あい

は，注
ちゅう

入
にゅう

材
ざい

の流
りゅう

出
しゅつ

拡
かく

散
さん

を防
ぼう

止
し

するために，

地
ち

下
か

水
すい

流
りゅう

の下
か

流
りゅう

側
がわ

から注
ちゅう

入
にゅう

を開
かい

始
し

する。

【No. 13】 薬
やく

液
えき

注
ちゅう

入
にゅう

による止
し

水
すい

効
こう

果
か

を確
かく

認
にん

する試
し

験
けん

として適
てき

当
とう

なものは，次
つぎ

のうちどれか。

⑴ 標
ひょう

準
じゅん

貫
かん

入
にゅう

試
し

験
けん

⑵ 現
げん

場
ば

透
とう

水
すい

試
し

験
けん

⑶ 弾
だん

性
せい

波
は

探
たん

査
さ

試
し

験
けん

⑷ コーン貫
かん

入
にゅう

試
し

験
けん
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【No. 14】 薬
やく

液
えき

注
ちゅう

入
にゅう

工
こう

法
ほう

の施
せ

工
こう

管
かん

理
り

に関
かん

する次
つぎ

の記
き

述
じゅつ

のうち，適
てき

当
とう

でないものはどれか。

⑴ 薬
やく

液
えき

の配
はい

合
ごう

にあたっては，ゲル化
か

時
じ

間
かん

との関
かん

係
けい

が強
つよ

く，かつゲル化
か

時
じ

間
かん

は温
おん

度
ど

等
など

によって変
へん

化
か

するため，十
じゅう

分
ぶん

な配
はい

慮
りょ

が必
ひつ

要
よう

である。

⑵ 薬
やく

液
えき

注
ちゅう

入
にゅう

の液
えき

体
たい

混
こん

合
ごう

にあたっては，一
いっ

般
ぱん

に比
ひ

重
じゅう

の小
ちい

さい材
ざい

料
りょう

を先
さき

に投
とう

入
にゅう

すると混
こん

合
ごう

が容
よう

易
い

である。

⑶ 計
けい

量
りょう

混
こん

合
ごう

方
ほう

法
ほう

を含
ふく

めた配
はい

合
ごう

管
かん

理
り

にあたっては，注
ちゅう

入
にゅう

プラントに配
はい

合
ごう

表
ひょう

，材
ざい

料
りょう

投
とう

入
にゅう

順
じゅん

序
じょ

や

材
ざい

料
りょう

の取
とり

扱
あつか

い上
じょう

のチェックシートを用
よう

意
い

し，管
かん

理
り

しなければならない。

⑷ 薬
やく

液
えき

注
ちゅう

入
にゅう

にあたっては，注
ちゅう

入
にゅう

速
そく

度
ど

を一
いっ

定
てい

に保
たも

ったままで，注
ちゅう

入
にゅう

圧
あつ

力
りょく

が急
きゅう

上
じょう

昇
しょう

，又
また

は急
きゅう

降
こう

下
か

した場
ば

合
あい

でも注
ちゅう

入
にゅう

を継
けい

続
ぞく

してよい。

【No. 15】 砂
さ

質
しつ

土
ど

地
じ

盤
ばん

で，長
なが

さ 20 m，幅
はば

20 m，深
ふか

さ 20 mの領
りょう

域
いき

を対
たい

象
しょう

として薬
やく

液
えき

注
ちゅう

入
にゅう

を行
おこな

う

場
ば

合
あい

，砂
さ

質
しつ

土
ど

地
じ

盤
ばん

の間
かん

隙
げき

率
りつ

50％，薬
やく

液
えき

の填
てん

充
じゅう

率
りつ

80％としたときの注
ちゅう

入
にゅう

率
りつ

λ（％）

と注
ちゅう

入
にゅう

量
りょう

Q（m3）の組
くみ

合
あわ

せとして，適
てき

当
とう

なものは次
つぎ

のうちどれか。

なお，重
じゅう

要
よう

度
ど

率
りつ

は，100％とする。

λ（％） Q（m3）

⑴ 40 3,200

⑵ 40 4,000

⑶ 50 3,200

⑷ 50 4,000

【No. 16】 薬
やく

液
えき

注
ちゅう

入
にゅう

における P挨 Q管
かん

理
り

方
ほう

法
ほう

での施
せ

工
こう

管
かん

理
り

に関
かん

する次
つぎ

の記
き

述
じゅつ

のうち，

適
てき

当
とう

なものはどれか。

⑴ 注
ちゅう

入
にゅう

材
ざい

が噴
ふん

発
ぱつ

した場
ば

合
あい

には，注
ちゅう

入
にゅう

を一
いち

時
じ

中
ちゅう

断
だん

して注
ちゅう

入
にゅう

材
ざい

のゲル化
か

を待
ま

って再
さい

注
ちゅう

入
にゅう

する

か，注
ちゅう

入
にゅう

仕
し

様
よう

を変
か

えて対
たい

処
しょ

する。

⑵ 注
ちゅう

入
にゅう

圧
あつ

力
りょく

が極
きょく

端
たん

に高
たか

い場
ば

合
あい

，設
せっ

計
けい

上
じょう

の想
そう

定
てい

地
じ

盤
ばん

と実
じつ

地
じ

盤
ばん

構
こう

成
せい

の相
そう

違
い

や注
ちゅう

入
にゅう

材
ざい

の配
はい

合
ごう

に原
げん

因
いん

が考
かんが

えられ，ゲル化
か

時
じ

間
かん

の短
たん

縮
しゅく

等
など

の対
たい

策
さく

を考
かんが

える。

⑶ 注
ちゅう

入
にゅう

圧
あつ

力
りょく

が極
きょく

端
たん

に低
ひく

く，上
じょう

昇
しょう

傾
けい

向
こう

を示
しめ

さない場
ば

合
あい

には，注
ちゅう

入
にゅう

材
ざい

のゲル化
か

時
じ

間
かん

の増
ぞう

加
か

，粘
ねん

性
せい

の低
てい

下
か

等
など

を検
けん

討
とう

する。

⑷ 注
ちゅう

入
にゅう

によって地
じ

盤
ばん

が隆
りゅう

起
き

した場
ば

合
あい

には，注
ちゅう

入
にゅう

速
そく

度
ど

を増
ぞう

加
か

し，高
たか

い注
ちゅう

入
にゅう

圧
あつ

で施
せ

工
こう

する等
など

の

対
たい

策
さく

が必
ひつ

要
よう

である。
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【No. 17】 薬
やく

液
えき

注
ちゅう

入
にゅう

における注
ちゅう

入
にゅう

材
ざい

のゲル化
か

時
じ

間
かん

と注
ちゅう

入
にゅう

速
そく

度
ど

に関
かん

する次
つぎ

の記
き

述
じゅつ

のうち，

適
てき

当
とう

でないものはどれか。

⑴ 砂
さ

質
しつ

土
ど

に対
たい

する注
ちゅう

入
にゅう

材
ざい

は，ゲル化
か

時
じ

間
かん

の長
なが

い緩
かん

結
けつ

性
せい

のものがよい。

⑵ 砂
さ

質
しつ

土
ど

に対
たい

する注
ちゅう

入
にゅう

速
そく

度
ど

は，注
ちゅう

入
にゅう

材
ざい

のゲル化
か

時
じ

間
かん

に無
む

関
かん

係
けい

に速
はや

く設
せっ

定
てい

することができる。

⑶ 粘
ねん

性
せい

土
ど

に対
たい

する注
ちゅう

入
にゅう

材
ざい

は，ゲル化
か

時
じ

間
かん

の短
みじか

い瞬
しゅん

結
けつ

性
せい

のものがよい。

⑷ 粘
ねん

性
せい

土
ど

に対
たい

する注
ちゅう

入
にゅう

速
そく

度
ど

は，速
はや

いほうが，注
ちゅう

入
にゅう

圧
あつ

力
りょく

は高
たか

く，割
かつ

裂
れつ

注
ちゅう

入
にゅう

になりやすい。

【No. 18】 現
げん

場
ば

注
ちゅう

入
にゅう

試
し

験
けん

に関
かん

する次
つぎ

の記
き

述
じゅつ

のうち，適
てき

当
とう

でないものはどれか。

⑴ 現
げん

場
ば

注
ちゅう

入
にゅう

試
し

験
けん

によって，設
せっ

計
けい

内
ない

容
よう

に示
しめ

した項
こう

目
もく

と異
こと

なった結
けっ

果
か

が得
え

られた場
ば

合
あい

には，試
し

験
けん

注
ちゅう

入
にゅう

の結
けっ

果
か

に沿
そ

った計
けい

画
かく

の変
へん

更
こう

が必
ひつ

要
よう

となる。

⑵ 施
せ

工
こう

実
じっ

績
せき

が乏
とぼ

しい場
ば

合
あい

や，重
じゅう

要
よう

度
ど

の高
たか

い工
こう

事
じ

では，現
げん

場
ば

に適
てき

した施
せ

工
こう

方
ほう

法
ほう

の選
せん

定
てい

を目
もく

的
てき

とし

て現
げん

場
ば

注
ちゅう

入
にゅう

試
し

験
けん

を行
おこな

う。

⑶ 現
げん

場
ば

注
ちゅう

入
にゅう

試
し

験
けん

における注
ちゅう

入
にゅう

速
そく

度
ど

は，あらかじめ求
もと

めた限
げん

界
かい

注
ちゅう

入
にゅう

速
そく

度
ど

以
い

下
か

に設
せっ

定
てい

すること

が望
のぞ

ましい。

⑷ 周
しゅう

辺
へん

に施
せ

工
こう

実
じっ

績
せき

があり，規
き

模
ぼ

や重
じゅう

要
よう

度
ど

が一
いっ

般
ぱん

的
てき

な工
こう

事
じ

では，設
せっ

計
けい

計
けい

画
かく

の妥
だ

当
とう

性
せい

を確
かく

認
にん

するた

めの現
げん

場
ば

注
ちゅう

入
にゅう

試
し

験
けん

は省
しょう

略
りゃく

できる。
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※ 問
もん

題
だい

番
ばん

号
ごう

No.19〜 No.29 までの 1 1 問
もん

題
だい

のうちから 6 問
もん

題
だい

を選
せん

択
たく

し解
かい

答
とう

してください。

【No. 19】 労
ろう

働
どう

時
じ

間
かん

及
およ

び休
きゅう

日
じつ

に関
かん

する次
つぎ

の記
き

述
じゅつ

のうち，労
ろう

働
どう

基
き

準
じゅん

法
ほう

上
じょう

，正
ただ

しいものはどれか。

⑴ 使
し

用
よう

者
しゃ

は，労
ろう

働
どう

者
しゃ

に対
たい

して，毎
まい

週
しゅう

少
すく

なくともH回
かい

の休
きゅう

日
じつ

を与
あた

えるものとし，これはI週
しゅう

間
かん

を通
つう

じI日
にち

以
い

上
じょう

の休
きゅう

日
じつ

を与
あた

える使
し

用
よう

者
しゃ

についても適
てき

用
よう

する。

⑵ 使
し

用
よう

者
しゃ

は，坑
こう

内
ない

労
ろう

働
どう

においては，労
ろう

働
どう

者
しゃ

が坑
こう

口
ぐち

に入
はい

った時
じ

刻
こく

から坑
こう

口
ぐち

を出
で

た時
じ

刻
こく

までの時
じ

間
かん

を，休
きゅう

憩
けい

時
じ

間
かん

を除
のぞ

き労
ろう

働
どう

時
じ

間
かん

とみなす。

⑶ 使
し

用
よう

者
しゃ

は，労
ろう

働
どう

者
しゃ

に休
きゅう

憩
けい

時
じ

間
かん

を与
あた

える場
ば

合
あい

には，原
げん

則
そく

として，休
きゅう

憩
けい

時
じ

間
かん

を一
いっ

斉
せい

に与
あた

え，自
じ

由
ゆう

に利
り

用
よう

させなければならない。

⑷ 使
し

用
よう

者
しゃ

は，労
ろう

働
どう

者
しゃ

を代
だい

表
ひょう

する者
もの

との書
しょ

面
めん

又
また

は口
こう

頭
とう

による定
さだ

めがある場
ば

合
あい

は，H週
しゅう

間
かん

に 40時
じ

間
かん

を超
こ

えて，労
ろう

働
どう

者
しゃ

を労
ろう

働
どう

させることができる。

【No. 20】 年
ねん

少
しょう

者
しゃ

の就
しゅう

業
ぎょう

に関
かん

する次
つぎ

の記
き

述
じゅつ

のうち，労
ろう

働
どう

基
き

準
じゅん

法
ほう

上
じょう

，誤
あやま

っているものはどれか。

⑴ 使
し

用
よう

者
しゃ

は，満
まん

18 才
さい

に満
み

たない者
もの

について，その年
ねん

齢
れい

を証
しょう

明
めい

する戸
こ

籍
せき

証
しょう

明
めい

書
しょ

を事
じ

業
ぎょう

場
じょう

に備
そな

え

付
つ

けなければならない。

⑵ 親
しん

権
けん

者
しゃ

又
また

は後
こう

見
けん

人
にん

は，未
み

成
せい

年
ねん

者
しゃ

に代
かわ

って使
し

用
よう

者
しゃ

との間
あいだ

において労
ろう

働
どう

契
けい

約
やく

を締
てい

結
けつ

しなければなら

ない。

⑶ 満
まん

18 才
さい

に満
み

たない者
もの

が解
かい

雇
こ

の日
ひ

から 14 日
にち

以
い

内
ない

に帰
き

郷
きょう

する場
ば

合
あい

は，使
し

用
よう

者
しゃ

は，必
ひつ

要
よう

な旅
りょ

費
ひ

を

負
ふ

担
たん

しなければならない。

⑷ 未
み

成
せい

年
ねん

者
しゃ

は，独
どく

立
りつ

して賃
ちん

金
ぎん

を請
せい

求
きゅう

することができ，親
しん

権
けん

者
しゃ

又
また

は後
こう

見
けん

人
にん

は，未
み

成
せい

年
ねん

者
しゃ

の賃
ちん

金
ぎん

を

代
かわ

って受
う

け取
と

ってはならない。

【No. 21】 労
ろう

働
どう

安
あん

全
ぜん

衛
えい

生
せい

法
ほう

上
じょう

，作
さ

業
ぎょう

主
しゅ

任
にん

者
しゃ

の選
せん

任
にん

を必
ひつ

要
よう

としない作
さ

業
ぎょう

は，次
つぎ

のうちどれか。

⑴ 高
たか

さがFm以
い

上
じょう

の構
こう

造
ぞう

の足
あし

場
ば

の組
くみ

立
た

て，解
かい

体
たい

又
また

は変
へん

更
こう

の作
さ

業
ぎょう

⑵ 土
ど

止
ど

め支
し

保
ほ

工
こう

の切
き

りばり又
また

は腹
はら

起
おこ

しの取
とり

付
つ

け又
また

は取
と

り外
はず

しの作
さ

業
ぎょう

⑶ 型
かた

枠
わく

支
し

保
ほ

工
こう

の組
くみ

立
た

て又
また

は解
かい

体
たい

の作
さ

業
ぎょう

⑷ 掘
くっ

削
さく

面
めん

の高
たか

さがFm以
い

上
じょう

となる地
じ

山
やま

の掘
くっ

削
さく

作
さ

業
ぎょう
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【No. 22】 建
けん

設
せつ

業
ぎょう

法
ほう

に関
かん

する次
つぎ

の記
き

述
じゅつ

のうち，誤
あやま

っているものはどれか。

⑴ 建
けん

設
せつ

工
こう

事
じ

の請
うけ

負
おい

契
けい

約
やく

が成
せい

立
りつ

した場
ば

合
あい

，必
かなら

ず書
しょ

面
めん

をもって請
うけ

負
おい

契
けい

約
やく

書
しょ

を作
さく

成
せい

する。

⑵ 建
けん

設
せつ

業
ぎょう

者
しゃ

は，請
う

け負
お

った建
けん

設
せつ

工
こう

事
じ

を，一
いっ

括
かつ

して他
た

人
にん

に請
う

け負
お

わせてはならない。

⑶ 主
しゅ

任
にん

技
ぎ

術
じゅつ

者
しゃ

は，工
こう

事
じ

現
げん

場
ば

における工
こう

事
じ

施
せ

工
こう

の労
ろう

務
む

管
かん

理
り

をつかさどる。

⑷ 建
けん

設
せつ

業
ぎょう

者
しゃ

は，施
せ

工
こう

技
ぎ

術
じゅつ

の確
かく

保
ほ

に努
つと

めなければならない。

【No. 23】 道
どう

路
ろ

法
ほう

令
れい

上
じょう

，道
どう

路
ろ

占
せん

用
よう

者
しゃ

が道
どう

路
ろ

を掘
くっ

削
さく

する場
ば

合
あい

に用
もち

いてはならない方
ほう

法
ほう

は，次
つぎ

のうち

どれか。

⑴ えぐり掘
ほり

⑵ 溝
みぞ

掘
ほり

⑶ つぼ掘
ほり

⑷ 推
すい

進
しん

工
こう

法
ほう

【No. 24】 河
か

川
せん

法
ほう

上
じょう

，河
か

川
せん

区
く

域
いき

内
ない

において，河
か

川
せん

管
かん

理
り

者
しゃ

の許
きょ

可
か

を必
ひつ

要
よう

としないものは，次
つぎ

のうち

どれか。

⑴ 道
どう

路
ろ

橋
きょう

の橋
きょう

梁
りょう

架
か

設
せつ

工
こう

事
じ

に伴
ともな

う河
か

川
せん

区
く

域
いき

内
ない

の工
こう

事
じ

資
し

材
ざい

置
お

き場
ば

の設
せっ

置
ち

⑵ 河
か

川
せん

区
く

域
いき

内
ない

における下
げ

水
すい

処
しょ

理
り

場
じょう

の排
はい

水
すい

口
こう

付
ふ

近
きん

に積
つ

もった土
ど

砂
しゃ

の排
はい

除
じょ

⑶ 河
か

川
せん

区
く

域
いき

内
ない

の土
と

地
ち

における竹
ちく

林
りん

の伐
ばっ

採
さい

⑷ 河
か

川
せん

区
く

域
いき

内
ない

上
じょう

空
くう

の送
そう

電
でん

線
せん

の架
か

設
せつ

【No. 25】 建
けん

築
ちく

基
き

準
じゅん

法
ほう

上
じょう

，主
しゅ

要
よう

構
こう

造
ぞう

部
ぶ

に該
がい

当
とう

しないものは，次
つぎ

のうちどれか。

⑴ 床
ゆか

⑵ 階
かい

段
だん

⑶ 付
つ

け柱
ばしら

⑷ 屋
や

根
ね

― 8 ―



10-薬注学科問題.smd  Page 9 21/08/20 11:11  v4.00

【No. 26】 火
か

薬
やく

類
るい

取
とり

締
しまり

法
ほう

上
じょう

，火
か

薬
やく

類
るい

の取
とり

扱
あつか

いに関
かん

する次
つぎ

の記
き

述
じゅつ

のうち，誤
あやま

っているものはどれ

か。

⑴ 消
しょう

費
ひ

場
ば

所
しょ

においては，薬
やく

包
ほう

に雷
らい

管
かん

を取
と

り付
つ

ける等
とう

の作
さ

業
ぎょう

を行
おこな

うために，火
か

工
こう

所
じょ

を設
もう

けなけれ

ばならない。

⑵ 火
か

工
こう

所
じょ

に火
か

薬
やく

類
るい

を存
ぞん

置
ち

する場
ば

合
あい

には，見
み

張
は

り人
にん

を必
ひつ

要
よう

に応
おう

じて配
はい

置
ち

しなければならない。

⑶ 火
か

工
こう

所
じょ

以
い

外
がい

の場
ば

所
しょ

においては，薬
やく

包
ほう

に雷
らい

管
かん

を取
と

り付
つ

ける作
さ

業
ぎょう

を行
おこな

ってはならない。

⑷ 火
か

工
こう

所
じょ

には，原
げん

則
そく

として薬
やく

包
ほう

に雷
らい

管
かん

を取
と

り付
つ

けるために必
ひつ

要
よう

な火
か

薬
やく

類
るい

以
い

外
がい

の火
か

薬
やく

類
るい

を持
も

ち込
こ

ん

ではならない。

【No. 27】 騒
そう

音
おん

規
き

制
せい

法
ほう

上
じょう

，指
し

定
てい

地
ち

域
いき

内
ない

において特
とく

定
てい

建
けん

設
せつ

作
さ

業
ぎょう

を伴
ともな

う建
けん

設
せつ

工
こう

事
じ

を施
せ

工
こう

する者
もの

が，作
さ

業
ぎょう

開
かい

始
し

前
まえ

に市
し

町
ちょう

村
そん

長
ちょう

に実
じっ

施
し

の届
とどけ

出
で

をしなければならない期
き

限
げん

として，正
ただ

しいものは

次
つぎ

のうちどれか。

⑴ G日
にち

前
まえ

まで

⑵ L日
にち

前
まえ

まで

⑶ M日
にち

前
まえ

まで

⑷ 10日
にち

前
まえ

まで

【No. 28】 振
しん

動
どう

規
き

制
せい

法
ほう

上
じょう

，指
し

定
てい

地
ち

域
いき

内
ない

において行
おこな

う特
とく

定
てい

建
けん

設
せつ

作
さ

業
ぎょう

に該
がい

当
とう

するものは，次
つぎ

のうちど

れか。

⑴ もんけん式
しき

くい打
うち

機
き

を使
し

用
よう

する作
さ

業
ぎょう

⑵ 圧
あつ

入
にゅう

式
しき

くい打
うち

くい抜
ぬき

機
き

を使
し

用
よう

する作
さ

業
ぎょう

⑶ 油
ゆ

圧
あつ

式
しき

くい抜
ぬき

機
き

を使
し

用
よう

する作
さ

業
ぎょう

⑷ ディーゼルハンマのくい打
うち

機
き

を使
し

用
よう

する作
さ

業
ぎょう
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【No. 29】 港
こう

則
そく

法
ほう

上
じょう

，特
とく

定
てい

港
こう

内
ない

での航
こう

路
ろ

，及
およ

び航
こう

法
ほう

に関
かん

する次
つぎ

の記
き

述
じゅつ

のうち，誤
あやま

っているものは

どれか。

⑴ 航
こう

路
ろ

から航
こう

路
ろ

外
がい

に出
で

ようとする船
せん

舶
ぱく

は，航
こう

路
ろ

を航
こう

行
こう

する他
た

の船
せん

舶
ぱく

の進
しん

路
ろ

を避
さ

けなければならない。

⑵ 船
せん

舶
ぱく

は，港
こう

内
ない

において防
ぼう

波
は

堤
てい

，埠
ふ

頭
とう

，又
また

は停
てい

泊
はく

船
せん

舶
ぱく

などを右
う

げんに見
み

て航
こう

行
こう

するときは，でき

るだけこれに遠
とお

ざかって航
こう

行
こう

しなければならない。

⑶ 船
せん

舶
ぱく

は，航
こう

路
ろ

内
ない

においては，原
げん

則
そく

として投
とう

びょうし，またはえい航
こう

している船
せん

舶
ぱく

を放
はな

してはな

らない。

⑷ 船
せん

舶
ぱく

は，航
こう

路
ろ

内
ない

において他
た

の船
せん

舶
ぱく

と行
い

き会
あ

うときは，右
みぎ

側
がわ

を航
こう

行
こう

しなければならない。
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※ 問
もん

題
だい

番
ばん

号
ごう

No.30〜 No.47 までの 1 8 問
もん

題
だい

は，必
ひっ

須
す

問
もん

題
だい

ですから全
ぜん

問
もん

題
だい

を解
かい

答
とう

してください。

【No. 30】 公
こう

共
きょう

工
こう

事
じ

標
ひょう

準
じゅん

請
うけ

負
おい

契
けい

約
やく

約
やっ

款
かん

に関
かん

する次
つぎ

の記
き

述
じゅつ

のうち，誤
あやま

っているものはどれか。

⑴ 受
じゅ

注
ちゅう

者
しゃ

は，不
ふ

用
よう

となった支
し

給
きゅう

材
ざい

料
りょう

又
また

は貸
たい

与
よ

品
ひん

を発
はっ

注
ちゅう

者
しゃ

に返
へん

還
かん

しなければならない。

⑵ 発
はっ

注
ちゅう

者
しゃ

は，工
こう

事
じ

の完
かん

成
せい

検
けん

査
さ

において，工
こう

事
じ

目
もく

的
てき

物
ぶつ

を最
さい

小
しょう

限
げん

度
ど

破
は

壊
かい

して検
けん

査
さ

することができ

る。

⑶ 現
げん

場
ば

代
だい

理
り

人
にん

，主
しゅ

任
にん

技
ぎ

術
じゅつ

者
しゃ

（監
かん

理
り

技
ぎ

術
じゅつ

者
しゃ

）及
およ

び専
せん

門
もん

技
ぎ

術
じゅつ

者
しゃ

は，これを兼
か

ねることができない。

⑷ 発
はっ

注
ちゅう

者
しゃ

は，必
ひつ

要
よう

があるときは，設
せっ

計
けい

図
と

書
しょ

の変
へん

更
こう

内
ない

容
よう

を受
じゅ

注
ちゅう

者
しゃ

に通
つう

知
ち

して，設
せっ

計
けい

図
と

書
しょ

を変
へん

更
こう

す

ることができる。

【No. 31】 下
か

図
ず

は道
どう

路
ろ

橋
きょう

の断
だん

面
めん

図
ず

を示
しめ

したものであるが，O〜Pの構
こう

造
ぞう

名
めい

称
しょう

に関
かん

する組
くみ

合
あわ

せとし

て，適
てき

当
とう

なものは次
つぎ

のうちどれか。

O Q R P

⑴ 高
こう

欄
らん

地
じ

覆
ふく

横
よこ

桁
げた

床
しょう

版
ばん

⑵ 地
じ

覆
ふく

横
よこ

桁
げた

高
こう

欄
らん

床
しょう

版
ばん

⑶ 高
こう

欄
らん

地
じ

覆
ふく

床
しょう

版
ばん

横
よこ

桁
げた

⑷ 横
よこ

桁
げた

床
しょう

版
ばん

地
じ

覆
ふく

高
こう

欄
らん
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【No. 32】 建
けん

設
せつ

機
き

械
かい

の用
よう

途
と

に関
かん

する次
つぎ

の記
き

述
じゅつ

のうち，適
てき

当
とう

でないものはどれか。

⑴ バックホゥは，機
き

械
かい

の位
い

置
ち

よりも低
ひく

い位
い

置
ち

の掘
くっ

削
さく

に適
てき

し，かたい地
じ

盤
ばん

の掘
くっ

削
さく

ができる。

⑵ トレーラーは，鋼
こう

材
ざい

や建
けん

設
せつ

機
き

械
かい

等
など

の質
しつ

量
りょう

の大
おお

きな荷
に

物
もつ

を運
はこ

ぶのに使
し

用
よう

される。

⑶ クラムシェルは，オープンケーソンの掘
くっ

削
さく

等
など

，広
ひろ

い場
ば

所
しょ

での浅
あさ

い掘
くっ

削
さく

に適
てき

している。

⑷ モーターグレーダは，砂
じゃ

利
り

道
みち

の補
ほ

修
しゅう

に用
もち

いられ，路
ろ

面
めん

の精
せい

密
みつ

仕
し

上
あ

げに適
てき

している。

【No. 33】 薬
やく

液
えき

注
ちゅう

入
にゅう

工
こう

事
じ

での注
ちゅう

入
にゅう

材
ざい

料
りょう

の管
かん

理
り

に関
かん

する次
つぎ

の記
き

述
じゅつ

のうち，適
てき

当
とう

なものはどれか。

⑴ 水
みず

ガラスをタンクローリで納
のう

入
にゅう

する場
ば

合
あい

には，メーカーの納
のう

入
にゅう

伝
でん

票
ぴょう

（又
また

は出
しゅっ

庫
こ

伝
でん

票
ぴょう

）と計
けい

量
りょう

証
しょう

明
めい

（看
かん

貫
かん

証
しょう

明
めい

）の一
いっ

対
つい

を一
ひと

組
くみ

として数
すう

量
りょう

証
しょう

明
めい

書
しょ

とする。

⑵ ドラム缶
かん

で搬
はん

入
にゅう

及
およ

び搬
はん

出
しゅつ

する場
ば

合
あい

には，その状
じょう

況
きょう

を写
しゃ

真
しん

に撮
と

っておけば，起
き

業
ぎょう

者
しゃ

の立
たち

会
あ

い

は必
ひつ

要
よう

ない。

⑶ 硬
こう

化
か

剤
ざい

及
およ

び助
じょ

剤
ざい

の使
し

用
よう

にあたっては，商
しょう

品
ひん

名
めい

，主
しゅ

成
せい

分
ぶん

，安
あん

全
ぜん

性
せい

等
など

を記
き

載
さい

したメーカーの品
ひん

質
しつ

証
しょう

明
めい

書
しょ

を工
こう

事
じ

着
ちゃく

手
しゅ

後
ご

に提
てい

出
しゅつ

する。

⑷ タンクローリの全
ぜん

量
りょう

をタンクに収
しゅう

納
のう

できない場
ば

合
あい

は，タンク内
ない

の水
みず

ガラスの減
げん

量
りょう

を待
ま

って，

全
ぜん

量
りょう

を納
のう

入
にゅう

することを原
げん

則
そく

とする。

【No. 34】 仮
か

設
せつ

工
こう

事
じ

に関
かん

する次
つぎ

の記
き

述
じゅつ

のうち，適
てき

当
とう

でないものはどれか。

⑴ 直
ちょく

接
せつ

仮
か

設
せつ

工
こう

事
じ

と間
かん

接
せつ

仮
か

設
せつ

工
こう

事
じ

のうち，現
げん

場
ば

事
じ

務
む

所
しょ

や労
ろう

務
む

宿
しゅく

舎
しゃ

等
など

の設
せつ

備
び

は，間
かん

接
せつ

仮
か

設
せつ

工
こう

事
じ

であ

る。

⑵ 仮
かり

設
せつ

備
び

は，使
し

用
よう

目
もく

的
てき

や期
き

間
かん

に応
おう

じて構
こう

造
ぞう

計
けい

算
さん

を行
おこな

うので，労
ろう

働
どう

安
あん

全
ぜん

衛
えい

生
せい

規
き

則
そく

の基
き

準
じゅん

に合
がっ

致
ち

し

なくてよい。

⑶ 指
し

定
てい

仮
か

設
せつ

と任
にん

意
い

仮
か

設
せつ

のうち，任
にん

意
い

仮
か

設
せつ

では施
せ

工
こう

者
しゃ

独
どく

自
じ

の技
ぎ

術
じゅつ

と工
く

夫
ふう

や改
かい

善
ぜん

の余
よ

地
ち

が多
おお

いので，

より合
ごう

理
り

的
てき

な計
けい

画
かく

を立
た

てることが重
じゅう

要
よう

である。

⑷ 材
ざい

料
りょう

は，一
いっ

般
ぱん

の市
し

販
はん

品
ひん

を使
し

用
よう

し，可
か

能
のう

な限
かぎ

り規
き

格
かく

を統
とう

一
いつ

し，他
た

工
こう

事
じ

にも転
てん

用
よう

できるような計
けい

画
かく

にする。
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【No. 35】 薬
やく

液
えき

注
ちゅう

入
にゅう

工
こう

による既
き

設
せつ

構
こう

造
ぞう

物
ぶつ

への変
へん

状
じょう

防
ぼう

止
し

のための対
たい

策
さく

に関
かん

する次
つぎ

の記
き

述
じゅつ

のうち，

適
てき

当
とう

なものはどれか。

⑴ 注
ちゅう

入
にゅう

孔
こう

の配
はい

置
ち

を密
みつ

にして，孔
あな

一
いっ

本
ぽん

当
あ

たりの注
ちゅう

入
にゅう

量
りょう

を少
すく

なくする。

⑵ ゲル化
か

時
じ

間
かん

を短
みじか

くすることで注
ちゅう

入
にゅう

圧
あつ

力
りょく

を小
ちい

さくする。

⑶ 割
かつ

裂
れつ

注
ちゅう

入
にゅう

が生
しょう

じないように，高
たか

い注
ちゅう

入
にゅう

速
そく

度
ど

で浸
しん

透
とう

注
ちゅう

入
にゅう

が行
おこな

える注
ちゅう

入
にゅう

方
ほう

式
しき

と注
ちゅう

入
にゅう

材
ざい

を選
せん

定
てい

する。

⑷ 周
しゅう

辺
へん

地
じ

盤
ばん

や構
こう

造
ぞう

物
ぶつ

等
など

の監
かん

視
し

を十
じゅう

分
ぶん

に行
おこな

い，注
ちゅう

入
にゅう

圧
あつ

力
りょく

の上
じょう

昇
しょう

に注
ちゅう

意
い

しながら，高
たか

い注
ちゅう

入
にゅう

速
そく

度
ど

で施
せ

工
こう

する。

【No. 36】 �薬
やく

液
えき

注
ちゅう

入
にゅう

工
こう

法
ほう

による建
けん

設
せつ

工
こう

事
じ

の施
せ

工
こう

に関
かん

する暫
ざん

定
てい

指
し

針
しん

�において施
せ

工
こう

時
じ

に行
おこな

う地
ち

下
か

水
すい

等
とう

及
およ

び排
はい

出
しゅつ

水
すい

等
とう

の監
かん

視
し

に関
かん

する次
つぎ

の記
き

述
じゅつ

のうち，適
てき

当
とう

でないものはどれか。

⑴ 地
ち

下
か

水
すい

の採
さい

水
すい

回
かい

数
すう

は，工
こう

事
じ

中
ちゅう

は毎
まい

日
にち

H回
かい

以
い

上
じょう

，工
こう

事
じ

終
しゅう

了
りょう

後
ご

F週
しゅう

間
かん

を経
けい

過
か

するまでは毎
まい

日
にち

H

回
かい

以
い

上
じょう

，工
こう

事
じ

終
しゅう

了
りょう

後
ご

F週
しゅう

間
かん

経
けい

過
か

後
ご

半
はん

年
とし

を経
けい

過
か

するまでは月
つき

F回
かい

以
い

上
じょう

である。

⑵ 事
じ

業
ぎょう

主
しゅ

体
たい

は，薬
やく

液
えき

注
ちゅう

入
にゅう

による地
ち

下
か

水
すい

及
およ

び公
こう

共
きょう

用
よう

水
すい

域
いき

などの水
すい

質
しつ

の汚
お

濁
だく

を防
ぼう

止
し

するため，薬
やく

液
えき

注
ちゅう

入
にゅう

箇
か

所
しょ

周
しゅう

辺
へん

の地
ち

下
か

水
すい

及
およ

び公
こう

共
きょう

用
よう

水
すい

域
いき

などの水
すい

質
しつ

の汚
お

濁
だく

の状
じょう

況
きょう

を監
かん

視
し

しなければなら

ない。

⑶ 地
ち

下
か

水
すい

などの水
すい

質
しつ

の監
かん

視
し

のための採
さい

水
すい

については，観
かん

測
そく

井
せい

を設
もう

けて行
おこな

うものとし，既
き

存
ぞん

の井
い

戸
ど

を利
り

用
よう

しても差
さ

し支
つか

えない。

⑷ 地
ち

下
か

水
すい

の採
さい

水
すい

地
ち

点
てん

は，注
ちゅう

入
にゅう

箇
か

所
しょ

及
およ

びその周
しゅう

辺
へん

地
ち

域
いき

の地
ち

形
けい

及
およ

び地
じ

盤
ばん

の状
じょう

況
きょう

，地
ち

下
か

水
すい

の流
りゅう

向
こう

な

どに応
おう

じて選
せん

定
てい

するものとし，注
ちゅう

入
にゅう

箇
か

所
しょ

から概
おおむ

ね 20 m以
い

内
ない

に少
すく

なくとも数
すう

箇
か

所
しょ

の採
さい

水
すい

地
ち

点
てん

を設
もう

けなければならない。

【No. 37】 地
じ

山
やま

の掘
くっ

削
さく

作
さ

業
ぎょう

の安
あん

全
ぜん

確
かく

保
ほ

のため，事
じ

業
ぎょう

者
しゃ

が行
おこな

うべき事
じ

項
こう

に関
かん

する次
つぎ

の記
き

述
じゅつ

のうち，

労
ろう

働
どう

安
あん

全
ぜん

衛
えい

生
せい

法
ほう

上
じょう

，誤
あやま

っているものはどれか。

⑴ 地
じ

山
やま

の崩
ほう

壊
かい

，埋
まい

設
せつ

物
ぶつ

等
など

の損
そん

壊
かい

等
とう

により労
ろう

働
どう

者
しゃ

に危
き

険
けん

を及
およ

ぼすおそれのあるときは，作
さ

業
ぎょう

と並
へい

行
こう

して作
さ

業
ぎょう

箇
か

所
しょ

等
とう

の調
ちょう

査
さ

を行
おこな

う。

⑵ 掘
くっ

削
さく

面
めん

の高
たか

さが規
き

定
てい

の高
たか

さ以
い

上
じょう

の場
ば

合
あい

は，地
じ

山
やま

の掘
くっ

削
さく

及
およ

び土
ど

止
ど

め支
し

保
ほ

工
こう

作
さ

業
ぎょう

主
しゅ

任
にん

者
しゃ

技
ぎ

能
のう

講
こう

習
しゅう

を修
しゅう

了
りょう

した者
もの

のうちから，地
じ

山
やま

の掘
くっ

削
さく

作
さ

業
ぎょう

主
しゅ

任
にん

者
しゃ

を選
せん

任
にん

する。

⑶ 地
じ

山
やま

の崩
ほう

壊
かい

等
とう

により労
ろう

働
どう

者
しゃ

に危
き

険
けん

を及
およ

ぼすおそれのあるときは，あらかじめ，土
ど

止
ど

め支
し

保
ほ

工
こう

を

設
もう

け，防
ぼう

護
ご

網
あみ

を張
は

り，労
ろう

働
どう

者
しゃ

の立
たち

入
い

りを禁
きん

止
し

するなどの措
そ

置
ち

を講
こう

じる。

⑷ 運
うん

搬
ぱん

機
き

械
かい

等
とう

が労
ろう

働
どう

者
しゃ

の作
さ

業
ぎょう

箇
か

所
しょ

に後
こう

進
しん

して接
せっ

近
きん

するときは，誘
ゆう

導
どう

者
しゃ

を配
はい

置
ち

し，その者
もの

にこれ

らの機
き

械
かい

を誘
ゆう

導
どう

させる。
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【No. 38】 建
けん

設
せつ

工
こう

事
じ

における環
かん

境
きょう

保
ほ

全
ぜん

対
たい

策
さく

に関
かん

する次
つぎ

の記
き

述
じゅつ

のうち，適
てき

当
とう

でないものはどれか。

⑴ 土
ど

工
こう

機
き

械
かい

の騒
そう

音
おん

は，エンジンの回
かい

転
てん

速
そく

度
ど

に比
ひ

例
れい

するので，高
こう

負
ふ

荷
か

となる運
うん

転
てん

は避
さ

ける。

⑵ ブルドーザの騒
そう

音
おん

振
しん

動
どう

の発
はっ

生
せい

状
じょう

況
きょう

は，前
ぜん

進
しん

押
おし

土
ど

より後
こう

進
しん

が，車
しゃ

速
そく

が速
はや

くなる分
ぶん

小
ちい

さい。

⑶ 覆
ふっ

工
こう

板
ばん

を用
もち

いる場
ば

合
あい

，据
すえ

付
つ

け精
せい

度
ど

が悪
わる

いとガタつきに起
き

因
いん

する騒
そう

音
おん

・振
しん

動
どう

が発
はっ

生
せい

する。

⑷ コンクリートの打
うち

込
こ

み時
じ

には，トラックミキサの不
ふ

必
ひつ

要
よう

な空
から

ぶかしをしないよう留
りゅう

意
い

する。

【No. 39】 �建
けん

設
せつ

工
こう

事
じ

に係
かか

る資
し

材
ざい

の再
さい

資
し

源
げん

化
か

等
とう

に関
かん

する法
ほう

律
りつ

�（建
けん

設
せつ

リサイクル法
ほう

）に定
さだ

められて

いる特
とく

定
てい

建
けん

設
せつ

資
し

材
ざい

に該
がい

当
とう

しないものは，次
つぎ

のうちどれか。

⑴ コンクリート及
およ

び鉄
てつ

からなる建
けん

設
せつ

資
し

材
ざい

⑵ 木
もく

材
ざい

⑶ アスファルト・コンクリート

⑷ 土
ど

砂
しゃ
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【No. 40】 施
せ

工
こう

計
けい

画
かく

の作
さく

成
せい

に関
かん

する下
か

記
き

の文
ぶん

章
しょう

中
ちゅう

の のO〜Pに当
あ

てはまる語
ご

句
く

の組
くみ

合
あわ

せとして，適
てき

当
とう

なものは次
つぎ

のうちどれか。

・事
じ

前
ぜん

調
ちょう

査
さ

は，契
けい

約
やく

条
じょう

件
けん

・設
せっ

計
けい

図
と

書
しょ

の検
けん

討
とう

， O が主
おも

な内
ない

容
よう

であり，また調
ちょう

達
たつ

計
けい

画
かく

は，労
ろう

務
む

計
けい

画
かく

，機
き

械
かい

計
けい

画
かく

， Q が主
おも

な内
ない

容
よう

である。

・管
かん

理
り

計
けい

画
かく

は，品
ひん

質
しつ

管
かん

理
り

計
けい

画
かく

，環
かん

境
きょう

保
ほ

全
ぜん

計
けい

画
かく

， R が主
おも

な内
ない

容
よう

であり，また施
せ

工
こう

技
ぎ

術
じゅつ

計
けい

画
かく

は，作
さ

業
ぎょう

計
けい

画
かく

， P が主
おも

な内
ない

容
よう

である。

O Q R P

⑴ 工
こう

程
てい

計
けい

画
かく

安
あん

全
ぜん

衛
えい

生
せい

計
けい

画
かく

資
し

材
ざい

計
けい

画
かく

仮
かり

設
せつ

備
び

計
けい

画
かく

⑵ 現
げん

地
ち

調
ちょう

査
さ

安
あん

全
ぜん

衛
えい

生
せい

計
けい

画
かく

資
し

材
ざい

計
けい

画
かく

工
こう

程
てい

計
けい

画
かく

⑶ 工
こう

程
てい

計
けい

画
かく

資
し

材
ざい

計
けい

画
かく

安
あん

全
ぜん

衛
えい

生
せい

計
けい

画
かく

仮
かり

設
せつ

備
び

計
けい

画
かく

⑷ 現
げん

地
ち

調
ちょう

査
さ

資
し

材
ざい

計
けい

画
かく

安
あん

全
ぜん

衛
えい

生
せい

計
けい

画
かく

工
こう

程
てい

計
けい

画
かく

【No. 41】 工
こう

程
てい

管
かん

理
り

の基
き

本
ほん

事
じ

項
こう

に関
かん

する下
か

記
き

の文
ぶん

章
しょう

中
ちゅう

の のO〜Pに当
あ

てはまる語
ご

句
く

の

組
くみ

合
あわ

せとして，適
てき

当
とう

なものは次
つぎ

のうちどれか。

・工
こう

程
てい

管
かん

理
り

にあたっては， O が， Q よりも，やや上
うわ

回
まわ

る程
てい

度
ど

に管
かん

理
り

をすることが最
もっと

も望
のぞ

ましい。

・工
こう

程
てい

管
かん

理
り

においては，常
つね

に工
こう

程
てい

の R を全
ぜん

作
さ

業
ぎょう

員
いん

に周
しゅう

知
ち

徹
てっ

底
てい

させて，全
ぜん

作
さ

業
ぎょう

員
いん

に

P を高
たか

めるように努
ど

力
りょく

させることが大
たい

切
せつ

である。

O Q R P

⑴ 実
じっ

施
し

工
こう

程
てい

工
こう

程
てい

計
けい

画
かく

進
しん

行
こう

状
じょう

況
きょう

作
さ

業
ぎょう

能
のう

率
りつ

⑵ 実
じっ

施
し

工
こう

程
てい

工
こう

程
てい

計
けい

画
かく

作
さ

業
ぎょう

能
のう

率
りつ

進
しん

行
こう

状
じょう

況
きょう

⑶ 工
こう

程
てい

計
けい

画
かく

実
じっ

施
し

工
こう

程
てい

進
しん

行
こう

状
じょう

況
きょう

作
さ

業
ぎょう

能
のう

率
りつ

⑷ 作
さ

業
ぎょう

能
のう

率
りつ

進
しん

行
こう

状
じょう

況
きょう

実
じっ

施
し

工
こう

程
てい

工
こう

程
てい

計
けい

画
かく
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【No. 42】 下
か

図
ず

のネットワーク式
しき

工
こう

程
てい

表
ひょう

について記
き

載
さい

している下
か

記
き

の文
ぶん

章
しょう

中
ちゅう

の のO〜

Pに当
あ

てはまる語
ご

句
く

の組
くみ

合
あわ

せとして，正
ただ

しいものは次
つぎ

のうちどれか。

ただし，図
ず

中
ちゅう

のイベント間
かん

の A〜Gは作
さ

業
ぎょう

内
ない

容
よう

，数
すう

字
じ

は作
さ

業
ぎょう

日
にっ

数
すう

を表
あらわ

す。

②

⑤③ ⑥①⓪
Ａ

3日
にち

Ｃ

5日
にち

Ｅ

7日
にち

Ｂ

4 日
にち

Ｆ

8 日
にち

Ｇ

3日
にち

Ｄ

5日
にち

④

・ O 及
およ

び Q は，クリティカルパス上
じょう

の作
さ

業
ぎょう

である。

・作
さ

業
ぎょう

Bが R 遅
ち

延
えん

しても，全
ぜん

体
たい

の工
こう

期
き

に影
えい

響
きょう

はない。

・この工
こう

程
てい

全
ぜん

体
たい

の工
こう

期
き

は， P である。

O Q R P

⑴ 作
さ

業
ぎょう

C 作
さ

業
ぎょう

D H日
にち

18 日
にち

⑵ 作
さ

業
ぎょう

B 作
さ

業
ぎょう

D F日
にち

19 日
にち

⑶ 作
さ

業
ぎょう

C 作
さ

業
ぎょう

F H日
にち

19 日
にち

⑷ 作
さ

業
ぎょう

B 作
さ

業
ぎょう

F F日
にち

18 日
にち
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【No. 43】 足
あし

場
ば

の安
あん

全
ぜん

管
かん

理
り

に関
かん

する下
か

記
き

の文
ぶん

章
しょう

中
ちゅう

の のO〜Pに当
あ

てはまる語
ご

句
く

の組
くみ

合
あわ

せとして，労
ろう

働
どう

安
あん

全
ぜん

衛
えい

生
せい

法
ほう

上
じょう

，適
てき

当
とう

なものは次
つぎ

のうちどれか。

・足
あし

場
ば

の作
さ

業
ぎょう

床
ゆか

より物
ぶっ

体
たい

の落
らっ

下
か

を防
ふせ

ぐ， O を設
せっ

置
ち

する。

・足
あし

場
ば

の作
さ

業
ぎょう

床
ゆか

の Q には， R を設
せっ

置
ち

する。

・足
あし

場
ば

の作
さ

業
ぎょう

床
ゆか

の P は，Gcm以
い

下
か

とする。

O Q R P

⑴ 幅
はば

木
き

手
て

すり 筋
すじ

かい すき間
ま

⑵ 幅
はば

木
き

手
て

すり 中
なか

さん すき間
ま

⑶ 中
なか

さん 筋
すじ

かい 幅
はば

木
き

段
だん

差
さ

⑷ 中
なか

さん 筋
すじ

かい 手
て

すり 段
だん

差
さ
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【No. 44】 下
か

図
ず

の A工
こう

区
く

，B工
こう

区
く

の管
かん

理
り

図
ず

について記
き

載
さい

している下
か

記
き

の文
ぶん

章
しょう

中
ちゅう

の のO

〜Pに当
あ

てはまる語
ご

句
く

の組
くみ

合
あわ

せとして，適
てき

当
とう

なものは次
つぎ

のうちどれか。

・管
かん

理
り

図
ず

は，上
じょう

下
げ

の O を定
さだ

めた図
ず

に必
ひつ

要
よう

なデータをプロットして作
さ

業
ぎょう

工
こう

程
てい

の管
かん

理
り

を行
おこな

う

ものであり，A工
こう

区
く

の上
じょう

方
ほう

O は， Q である。

・B工
こう

区
く

では中
ちゅう

心
しん

線
せん

より上
じょう

方
ほう

に記
き

入
にゅう

されたデータの数
かず

が中
ちゅう

心
しん

線
せん

より下
か

方
ほう

に記
き

入
にゅう

されたデータの

数
かず

よりも R 。

・品
ひん

質
しつ

管
かん

理
り

について異
い

常
じょう

があると疑
うたが

われるのは， P の方
ほう

である。

O Q R P

⑴ 管
かん

理
り

限
げん

界
かい

30 多
おお

い A工
こう

区
く

⑵ 測
そく

定
てい

限
げん

界
かい

10 多
おお

い B工
こう

区
く

⑶ 管
かん

理
り

限
げん

界
かい

30 少
すく

ない B工
こう

区
く

⑷ 測
そく

定
てい

限
げん

界
かい

10 少
すく

ない A工
こう

区
く
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【No. 45】 薬
やく

液
えき

注
ちゅう

入
にゅう

の注
ちゅう

入
にゅう

孔
こう

の配
はい

置
ち

に関
かん

する下
か

記
き

の文
ぶん

章
しょう

中
ちゅう

の のO〜Pに当
あ

てはま

る語
ご

句
く

，又
また

は数
すう

値
ち

の組
くみ

合
あわ

せとして，適
てき

当
とう

なものは次
つぎ

のうちどれか。

・注
ちゅう

入
にゅう

孔
こう

の配
はい

置
ち

は，各
かく

注
ちゅう

入
にゅう

孔
こう

における注
ちゅう

入
にゅう

材
ざい

の O 範
はん

囲
い

が重
かさ

なるように注
ちゅう

入
にゅう

孔
こう

の配
はい

置
ち

を決
けっ

定
てい

し，改
かい

良
りょう

平
へい

面
めん

積
せき

当
あ

たりの本
ほん

数
すう

で設
せっ

定
てい

するよりも隣
りん

接
せつ

注
ちゅう

入
にゅう

孔
こう

との離
り

隔
かく

距
きょ

離
り

で設
せっ

定
てい

する

ことが望
のぞ

ましい。

・注
ちゅう

入
にゅう

孔
こう

の間
かん

隔
かく

は，各
かく

注
ちゅう

入
にゅう

孔
こう

における注
ちゅう

入
にゅう

材
ざい

の O 範
はん

囲
い

が重
かさ

なるように考
こう

慮
りょ

して

Q mを原
げん

則
そく

とする。

・注
ちゅう

入
にゅう

孔
こう

の配
はい

置
ち

は，注
ちゅう

入
にゅう

効
こう

果
か

が発
はっ

揮
き

できる品
ひん

質
しつ

を確
かく

保
ほ

するために R 配
はい

置
ち

とする。

・各
かく

注
ちゅう

入
にゅう

孔
こう

における注
ちゅう

入
にゅう

材
ざい

の O 範
はん

囲
い

の決
けっ

定
てい

にあたっては，施
せ

工
こう

実
じっ

績
せき

を参
さん

考
こう

とし，

P により決
けっ

定
てい

することが望
のぞ

ましい。

O Q R P

⑴ 割
かつ

裂
れつ

1.0 複
ふく

列
れつ

現
げん

場
ば

注
ちゅう

入
にゅう

試
し

験
けん

⑵ 浸
しん

透
とう

1.5 単
たん

列
れつ

理
り

論
ろん

式
しき

・実
じっ

験
けん

式
しき

⑶ 浸
しん

透
とう

1.0 複
ふく

列
れつ

現
げん

場
ば

注
ちゅう

入
にゅう

試
し

験
けん

⑷ 割
かつ

裂
れつ

1.5 単
たん

列
れつ

理
り

論
ろん

式
しき

・実
じっ

験
けん

式
しき

【No. 46】 薬
やく

液
えき

注
ちゅう

入
にゅう

における注
ちゅう

入
にゅう

速
そく

度
ど

と注
ちゅう

入
にゅう

量
りょう

の管
かん

理
り

に関
かん

する下
か

記
き

の文
ぶん

章
しょう

中
ちゅう

の

のO〜Pに当
あ

てはまる語
ご

句
く

，又
また

は数
すう

値
ち

の組
くみ

合
あわ

せとして，適
てき

当
とう

なものは次
つぎ

のうちどれか。

・水
みず

ガラスの原
げん

料
りょう

タンクの残
ざん

量
りょう

を確
かく

認
にん

することにより， O が均
きん

等
とう

に送
おく

られていることを確
かく

認
にん

することができる。

・A液
えき

側
がわ

に設
せっ

置
ち

された Q の記
き

録
ろく

をF倍
ばい

したものが，全
ぜん

体
たい

の注
ちゅう

入
にゅう

量
りょう

になる。

・調
ちょう

合
ごう

された O は， R により注
ちゅう

入
にゅう

箇
か

所
しょ

に送
おく

られ，その量
りょう

は Q により自
じ

動
どう

記
き

録
ろく

される。

・ O の注
ちゅう

入
にゅう

量
りょう

が P kl以
い

上
じょう

の大
おお

型
がた

工
こう

事
じ

では，水
みず

ガラスの原
げん

料
りょう

タンクと調
ちょう

合
ごう

槽
そう

の

間
あいだ

に流
りゅう

量
りょう

積
せき

算
さん

計
けい

の設
せっ

置
ち

が必
ひつ

要
よう

である。

O Q R P

⑴ A，B両
りょう

液
えき

自
じ

記
き

流
りゅう

量
りょう

計
けい

グラウトポンプ 500

⑵ A，B両
りょう

液
えき

圧
あつ

力
りょく

計
けい

グラウトミキサ 300

⑶ A液
えき

自
じ

記
き

流
りゅう

量
りょう

計
けい

グラウトミキサ 500

⑷ A液
えき

圧
あつ

力
りょく

計
けい

グラウトポンプ 300
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【No. 47】 薬
やく

液
えき

注
ちゅう

入
にゅう

の注
ちゅう

入
にゅう

効
こう

果
か

の確
かく

認
にん

方
ほう

法
ほう

に関
かん

する下
か

記
き

の文
ぶん

章
しょう

中
ちゅう

の のO〜Pに当
あ

てはまる語
ご

句
く

の組
くみ

合
あわ

せとして，適
てき

当
とう

なものは次
つぎ

のうちどれか。

・水
みず

ガラスの O の値
あたい

は，地
じ

盤
ばん

や地
ち

下
か

水
すい

に比
くら

べてきわめて小
ちい

さいので，注
ちゅう

入
にゅう

前
ぜん

後
ご

の

O の測
そく

定
てい

で改
かい

良
りょう

範
はん

囲
い

を推
すい

定
てい

することができる。

・注
ちゅう

入
にゅう

効
こう

果
か

を確
かく

認
にん

するために，透
とう

水
すい

度
ど

の改
かい

善
ぜん

， Q 及
およ

び薬
やく

液
えき

の存
そん

在
ざい

を確
かく

認
にん

する方
ほう

法
ほう

がある。

・ Q を確
かく

認
にん

するために， R について一
いち

軸
じく

圧
あっ

縮
しゅく

試
し

験
けん

，三
さん

軸
じく

圧
あっ

縮
しゅく

試
し

験
けん

等
など

を行
おこな

う方
ほう

法
ほう

がある。

・薬
やく

液
えき

の地
じ

盤
ばん

内
ない

での浸
しん

透
とう

状
じょう

況
きょう

を肉
にく

眼
がん

で確
かく

認
にん

するために，あらかじめ薬
やく

液
えき

に色
しき

素
そ

を混
こん

入
にゅう

したり，

P を散
さん

布
ぷ

したりする方
ほう

法
ほう

がある。

O Q R P

⑴ 弾
だん

性
せい

波
は

速
そく

度
ど

強
きょう

度
ど

増
ぞう

加
か

ホモゲル試
し

料
りょう

フェノールフタレイン試
し

薬
やく

⑵ 弾
だん

性
せい

波
は

速
そく

度
ど

体
たい

積
せき

変
へん

化
か

サンプリング試
し

料
りょう

ネスラー試
し

薬
やく

⑶ 電
でん

気
き

比
ひ

抵
てい

抗
こう

強
きょう

度
ど

増
ぞう

加
か

サンプリング試
し

料
りょう

フェノールフタレイン試
し

薬
やく

⑷ 電
でん

気
き

比
ひ

抵
てい

抗
こう

体
たい

積
せき

変
へん

化
か

ホモゲル試
し

料
りょう

ネスラー試
し

薬
やく
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